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今月のトピックス 

エイプリル・フール 
4 月１日はエイプリル・フール。“嘘”にまつわる本や CD をご紹介します。 

●『顔は口ほどに嘘をつく』 ポール・エクマン/著 河出書房新社 141.6 エ 

●『嘘をもうひとつだけ』 東野圭吾/著 講談社 913.6 ヒ 

●『愛する嘘を知っていますか』 山口洋子/著 講談社 Ｂ913.6 ヒ 

●『ぺてん師列伝』 種村季弘/著 青土社 326 タ 

●『最後の一葉』（『オー・ヘンリー名作集』収録）オー・ヘンリー/著 文化書房博文社 933 ヘ 

●『君が、嘘を、ついた』（CD『J-pop80’s collection』収録）オフコース/演奏 290 ヤ 

 

 

地域の歴史に親しむ講座 

時間：第１部 １０時半～12 時、第２部 １３時～１４時半、第３部 １４時半～１６時 

場所：図書館２階大集会室 ＊事前申込不要・無料 

４月１８日（土） 

第１部：『戦時下の津島と出征兵士―戦後７０周年を迎えてー』 講師：園田俊介氏 

第２部：『近世の庶民文芸からみた観光地の様相』 講師：石田泰弘氏 

第３部：『天王祭記録からみた津島』 講師：羽柴亜弥氏 

４月１９日（日） 

第１部：『津島高校の生徒がみた津島』 講師：溝口晃之氏 

第２部：『明治初めの小学校（１）－津島南小の教育資料をもとにしてー』 

講師：浅井厚視氏 

第３部：『津嶋天王六月御祭礼市江御車古格式を読む』 講師：黒田剛司氏 

 
 

企画展示「戦時下の津島～戦後７０周年を迎えて～」  

場所 津島市立図書館 １階展示コーナー（４月上旬より展示予定） 

第１弾「津島からの出征兵士」に引き続き、第２弾は「戦時下の津島のくらし」 

に関する資料を展示します。ぜひ、ご覧ください。 



津島市立図書館 

〒496-0854 津島市老松町１－１ 

電話（0567）25-2145 

 
新 着 図 書 

『かわいい仏像たのしい地獄絵 ー素朴の造形ー』 

須藤 弘敏・矢島 新／執筆 ﾊﾟｲ ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ 718.3 カ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ベストリーダー 

 先月の利用の多かった本をご紹介します 

図書館のホームページをご利用ください 

本の検索や、行事などの予定、図書館員のコラム（「図書館だより」）など、ほぼ毎日更新しています。 

検索メニューが豊富になり、より便利になりました！ キーワードは「津島市立図書館」。 

http://www.lib.tsushima.aichi.jp/toshokan/ 

 
休館日 

２８日（火）（毎月第４火曜日） 

『洋子さんの本棚』小川洋子・平松洋子/著 ← 同郷、同世代の二人が愛する本について語り尽くす対話集。 

『叛徒』下村敦史/著 ← ミステリー界を揺るがせた『闇に香る嘘』の作者が送る第２作目の警察小説。 

『うまい棒は、なぜうまいのか？』チームうまい棒/著 ← 国民的ロングセラーの秘密を解き明かします。 

『親子で学ぶ英語図鑑』ｷｬﾛﾙ･ｳﾞｫｰﾀﾞﾏﾝ/ほか著 ← 英米で使われる参考書を翻訳。親子で英語を楽しもう！ 

『さようならと言ってなかった』猪瀬直樹/編 ← 突然の病に倒れた亡き妻との激動の４０余年を振り返る。 

『峠しぐれ』葉室麟/著 ← 岡山藩領内で茶店を営む夫婦。ある日、この夫婦を撃つために侍が押し寄せ･･･。 

『素晴らしきインチキ・ガチャガチャの世界』ワッキー貝山/著←著者のコレクション 1000 点以上を掲載。 

『数学ガールの秘密ノート 丸い三角関数』結城浩/著 ← 中高生レベルの数学を楽しい会話で学ぶ第３弾。 

『鍵のない家』E.D.ﾋﾞｶﾞｰｽﾞ/著 ← 1925 年に刊行された著者の代表作を新訳した長編ミステリー。 

『ほんとうに７０代は面白い』桐島洋子/著 ← ポジティブに７０代を過ごす知恵を伝授するエッセイ。 

 

近年の仏像ブームで、さまざまなガイドブックなどが出版され

るようになりました。本書ではそれらに載っているような国宝や

重要文化財に指定されている有名な作品ではなく、民間の無名の

作り手から紡ぎ出された作品のみが集められています。精密さや

荘厳さなどはありませんが、素朴で荒削り、そしてどこかユーモ

ラスな風貌は見るものを和ませてくれます。 

今まで紹介されてこなかった作品たちにスポットを当てた、ひ

と味違う作品集です。 


